
神戸バプテスト教会                  

週 報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO,２４-2６ ２０２４年１０月 6日 

＜テーマ＞  違いの中にキリストを告白する群れ 
           ～ 響き合う礼拝とひろば ～ 

＜年間テーマ＞ 主に望みをおき、出会い結び合わされて 
＜ 聖 句 ＞ 

イザヤ書 40:28～３１ 

～主に望みをおく人は新たな力を得、鷲のように翼を張って上る。 

走っても弱ることなく、歩いても疲れない。 

エフェソの信徒への手紙４:16 

キリストにより、体全体は、あらゆる節々が補い合うことによってしっかり

組み合わされ、結び合わされて、おのおのの部分は分に応じて働いて体を成

長させ、自ら愛によって造り上げられてゆくのです。 

 

≪神戸教会は 2024 年に宣教開始 74 周年を迎えます。≫ 「あなたの口にわたしの言葉を与える」 

エレミヤが神の言葉を伝えていくように語られたのは南ユダ国ヨシア王の治世 13 年、紀元

前 627 年と推定されます。その約 100 年前にヤコブの子孫の 10 部族が属していた北イス

ラエル国はアッシリア帝国によって滅亡し、南ユダ国も属国となっていました。南ユダでは長年

アッシリアの祭儀を取り込み、彼らを導いて来た神に向き直ることなく、安易に「平和」が語ら

れ、弱くされた人々は顧みられませんでした。そのような中でエレミヤは神から呼びかけられま

す。神はエレミヤが生まれる前から彼を知っており、神の想いを伝える者として立てていたと。エ

レミヤは自分は若者で語る言葉を知らないと応えます。それに対して神は、歳や経験によって

立てるのではないこと、神ご自身が語る言葉を与えていく、ということを。エレミヤはエルサレム

の王宮、神殿が破壊され、南ユダが滅亡していくまでの約 40年の間、神の想いを伝える役割

を担いました。彼の言葉を受け入れず、理解せず、殺そうとさえした人々に対して。幾度もその

役割から退きたいと思ったでしょう。しかし神の人々への想いがエレミヤに迫り続けました。そ

れは人々が気づき認め立ち返って生き直していくようにとの神の想いだったと思います。こんに

ち、私たちはイエス・キリストを神の言葉として示されています。「言葉」は届いているのです。神

に信頼し、言葉を受け、生き、伝え、生き合う者達となれますように。【井形英絵】    

日本バプテスト連盟   神戸バプテスト教会 
牧 師 井形 英絵 

主 日 礼 拝       毎日曜日  午前 10：30～11：45 

共育のひろば    第 1・2 日曜日  午前 11：45～12：40（成人クラスＡ・Ｂ・C） 

 第 2・3・4 日曜日  午前 11：45～12：40  （小学生クラス） 

幼稚園Ｃ・Ｓ        日曜日  午前 9：00～10：20（10 月 6 日、20 日、27 日） 

ひまわりひろば      日曜日  午前 9：00～10：20（10 月 6 日、20 日、27 日） 

祈 祷 会          毎水曜日  午後 19：00～20：15 

教会についてのお問い合わせ、バプテスマの希望や他教会からの転入、またご相談のある方は 

牧師、又は教会事務局までご連絡ください。 

    〒650-0003 神戸市中央区山本通 1-7-27  TEL078-231-7187  FAX078-221-5252 

ホームページ：kobe-church.com   事務局Ｅメール：jimukyoku@kobe-church.com 

mailto:jimukyoku@kobe-church.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本日礼拝後は共育のひろばがあります。 

◆礼拝後、光の丘幼稚園の報告があります。また 10 月に始まった新入園児募集は、 現在

2・3歳児合わせて 15 名の願書提出がありました。感謝してご報告します。 

◆10 月 27 日(日)特別伝道集会が行われます。講師は 深澤奨牧師(日本キリスト教団 

佐世保教会)です。案内ハガキができていますのでお知り合いの方をお誘いください。 

 

〇オンライン礼拝のためビデオ撮影を行っています。（10:27～終了まで）○第 1 週は託

児があります。○小さいお子様をお連れの方は礼拝堂2階でお子さまと一緒に礼拝をお

守りいただくこともできます。 

 

「今、ささぐる」 
今、ささぐる 
そなえものを 
主よ きよめて 

うけたまえ アーメン 

＊印はご起立願いますが、体調の悪い方などはお座りのままご参加ください。
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《　主日礼拝式次第　》　
　司会：川端敏之　奏楽:福田恵子
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祈りの課題 

１、 神戸バプテスト教会2024年度福音宣教と諸計画諸活動のために。１0/27特別伝道集会を覚えて。 

２、 ２学期が始まった光の丘幼稚園園児・保護者・教職員ために。新園児の募集を覚えて。 

３、 井形英絵牧師の働きと健康が守られますように。 

４、 能登半島豪雨・地震、宮崎地震、山形大雨災害、世界各地で被災された方々、支援にあたっておられる方々のため

に 

５、 イスラエル、パレスチナ、スーダン、ミャンマー、アフガニスタン、ウクライナとロシアなど紛争と戦争の只中にいる

方々の命が守られますように。すべての人々のいのちが尊重される自由と平和が実現しますように 

６、 台湾地震、モロッコ、リビアの災害、トルコ・シリア大地震で被災された方々の命と日々の生活が守られますように。 

７、 子どもたちの心と体の成長が守られますように。 

８、 病の中にある方、療養中の方、その方々を支えておられるご家族のために。 

９、 困難の中にいる方々と共に生きるすべてのキリスト教会と信徒の信仰生活の守りのために。 

１０、 新会堂建築計画の導き。会堂建築委員会の働きのために。 

１１、 これからの神戸教会のために。教会員が共に語り合い、主の御心を求めることができますように。 

【連盟・連合・他教会の祈り】 

  ◆日本バプテスト連盟の全国 31６の教会・伝道所のために。特に連盟の機構改革と新しい体制での働

きのために。第７０回定期総会（２０２５年２月）と準備のために。 

◆関西地方教会連合の３６教会のために。202４年度の連合の働きのために。 
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れ
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え
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と
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、
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、
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の
三
つ
は
、
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つ
ま
で
も
残
る
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そ
の
中
で
最
も
大
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な
る
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の
は
、
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で
あ
る
。 
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フリガナはありません。必要
ひつよう

な方
かた

は新生
しんせい

讃美歌
さんびか

42(Ｐ45)をご覧
 らん

ください。 


